
公益社団法人 アジア協会アジア友の会
JAFS関東活動委員会

TEL:06-6444-0587  FAX: 06-6444-0581
E-mail: jafskanto@gmail.com 一滴の水から始まる自立への支援

申込方法

チケットのお申込みは、右の問合せ先までお電話、
または裏面申込書をFAX、メールしてください。
Webからもお申し込みできます。
（JAFS関東HP http://kanto.jafs.or.jp へ）

集合場所： JR「駒込駅」南口（「六義園」方面出口）
解散場所： JR・都営三田線「巣鴨駅」 付近
参加費： 1,000 (高校生以下500)（六義園の入園料=300円が別に必要。昼食代は含みません）
持ち物： 飲料水、お弁当、帽子、タオル、敷物、雨具など

（歩きやすい服装・履物で、ご参加ください。昼食は六義園内で予定。各自でご用意ください）

日 時： 2017年 ６月 ３日 (土)

集合時間： ９：３０ （受付開始9：15）

【予定ルート】Start : 駒込駅南口(9:40) ～ 六義園見学(10:15-11:45)・昼食
～ 西福寺 (12:50) ～ 染井霊園 (13:10) ～ 巣鴨庚申塚 (14:00) 
～ 巣鴨地蔵通商店街（14:10-15:10)〈とげぬき地蔵尊、眞性寺、他〉
～ Goal :眞性寺境内(15:20) 解散(15:30) <歩行距離:約6.0 km > 

【希望者】懇親会(16:00-17:00)

参加費は、モンゴル・ウランバートル市街地周辺に
広がる「ゲル地区」で、保護が必要な子どもたちを預
かり見守る、保育園の設立・運営に活かします。

四季折々に美しい大名庭園の六義園から、ソメイヨシノにその名を残す染井を抜けて、「おばあちゃん
の原宿」巣鴨へ。とげぬき地蔵尊にもお参りし、ホッとする日本を楽しみながら、国際協力しましょう！

※ルートは都合により変更することがあります。

庭園ガイドさんによる案内付
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貴方の力を貸してください。まずは、小さな一歩から…

モンゴルのゲル地区で進める保育園支援

申込み・お問合せ アジア協会アジア友の会

名 前

住 所 〒

電話/ FAX

メールアドレス

参加者数 一般 人、 中高生 人

メッセージ

「六義園・巣鴨チャリティウォーク」申込み書
※ご記入いただきました個人情報は、本会企画の案内にのみ利用し、他の目的には一切使用いたしません。

●お申込みは、下記にご記入のうえFAX、メール、電話にて受付しています。

公益社団法人アジア協会アジア友の会
JAFS関東活動委員会
〒550-0002
大阪市西区江戸堀1-2-14 肥後橋官報ビル5階
TEL 06-6444-0587 E-mail jafskanto@gmail.com
URL http://kanto.jafs.or.jp

FAX 06-6444-0581

アジア協会アジア友の会は、生命にとって最も大切な水、
飲料水の欠乏が深刻なアジアに井戸を贈る運動として1979年
に活動をはじめた国際民間協力団体（NGO）です。
現在、アジア18ヶ国64ヶ所に現地提携団体を持ち、アジア

の人々との『理解と協力と連帯』を目指し、飲料水（井戸）
供給のほか植林、教育、生活向上などの自立開発協力、国際
交流活動（ワークキャンプやスタディツアー等）の推進、国
際理解教育、地球の自然環境保全活動(国際グリーンスカウト
運動）を行っています。

私たちは、アジア協会アジア友の会の活
動を支援する、関東地区の地域活動グルー
プです。 だれでも気軽に参加できる国際協
力活動を目指して、チャリティウォークや
、チャリティコンサート、国内ワークキャ
ンプ、毎年秋開催されるグローバルフェス
タJAPANでのチャリティ販売などを実施。
「何かボランティアをしたいけど海外まで
行けない… 」そんな思いの方、大歓迎!
一緒に楽しく国際協力してみませんか!!

JAFS関東

高尾山チャリティハイキング

支援地のエミーン・ウルグマル・ゲル地区（約75世帯、約
300人)では、2キロ先の井戸にしか飲料水がありません。4キ
ロ内には小学校・保育園などの施設もありません。ゲル地区の
人たちは、従来は遊牧民として生活してきた人たちです。専門
技術がなく、賃金の安い単純労働にしか就けません。両親が生
活費のため仕事に出た留守中、幼い子が火事で焼け死んだり、
子どもたちを狙う誘拐・人身売買の被害も起きています。子供
たちの置かれた境遇は、余りにも厳しすぎます…。
日本在住のモンゴル女性、エンフトヤーさんは、私財を投じ

て保育園を設立、親に捨てられた貧困家庭の子どもたちを受入
れました。今、保育園の運営には、備品や保母さんの給与など
大きな課題が残されています。JAFS関東では、チャリティイ
ベントの収益金・寄付金を、保育園の支援に役立てています。

支援している保育園の子供たち

瀬田敦子チャリティコンサート グローバルフェスタJAPAN

ウランバートル近郊に広がるゲル地区

モンゴルでは、市場経済への急激な移行により、地方から多
くの人々が首都ウランバートルに移り住み、行政機能の行き届
かない「ゲル地区」を周辺に生み出しています。都市開発は首
都中心地に集中し、周辺で急増した低所得層の人々への対応は
大幅に遅れています。
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